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丹 後

中 丹

南 丹

京都・乙訓

山城北

山城南

圏 域 市 町 村

丹 後 宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町

中 丹 福知山市、舞鶴市、綾部市

南 丹 亀岡市、南丹市、京丹波町

京都・ 京都市、向日市、長岡京市、大山崎町
乙訓

山城北 宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、
久御山町、井手町、宇治田原町

山城南 木津川市、笠置町、和束町、精華町、
南山城村

圏 域 名

◆◆ 令令和和４４年年度度のの概概要要

令和３年３月に策定した第９次京都府高齢者健康福祉計画（介護保険事業支援計画

を含む）の２年目となる令和４年度の実施状況について、府内各市町村からの報告を

集計し、高齢者健康福祉圏域毎にとりまとめた。（一部のデータを除き、市町村別で

も掲載）

《高齢者健康福祉圏域別の市町村一覧》 

  丹 後     宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町 

  中 丹     福知山市、舞鶴市、綾部市 

  南 丹    亀岡市、南丹市、京丹波町

  京都・乙訓  京都市、向日市、長岡京市、大山崎町 

  山城北     宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、久御山町、井手町、宇治田原町 

  山城南     木津川市、笠置町、和束町、精華町、南山城村 

１１  全全般般のの状状況況 

 第１号被保険者数は前年度を下回ったが、要介護等認定者数(第１号被保険者)及び

要介護等認定者数(第２号被保険者)は前年度を上回っており、認定率も上昇している

状況である。また、第１号被保険者数の性・年齢別人口構成の影響を取り除いた調整

済認定率でも、前年度を上回っている状況となっている。 

 介護給付費の支出総額は、前年度を上回る支出額となっており、要介護等認定者（第

１号）１人あたりの給付月額の推移では、居宅サービス、地域密着型サービスが前年

度を上回っており、施設サービスは前年度を下回る額となっている。 

２２  主主なな指指標標ににつついいててのの分分析析 

（（１１））要要介介護護等等認認定定及及びびササーービビスス受受給給のの状状況況（P.8-19参照）

 令和４年度末の要介護等認定者数は、約約１１６６万万６６千千人人。。前年度末から約３千人の増

加となっている。（１．０２％増）（P.2表参照） 

  そのうち６５歳以上にあたる第１号被保険者の要介護等認定者数は約約１１６６万万４４千千

人人で、府内の６５歳以上人口約７４万人に占める割合（要介護等認定率）は２２２２．．２２

％％となっており、前年度末の２１．８％から０．４ポイント上昇している。(P.2表参照） 

 要介護等認定者のうち、比較的軽度な方（要支援１～要介護２）の占める割合は約

６６７７..１１％％となっており、前年度と同水準である。（全国平均６５．５％）（P.9-11 参

照） 

令和５年３月の１ヶ月間に実際に介護サービスを受けられた方（受給者数）は、約約


